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・
浅
野
智
彦 2

0
0

1

『
自
己
へ
の
物
語
論
的
接
近―

―

家
族
療
法
か
ら
社
会
学
へ
』、
勁
草
書
房
。 

・
池
田
喬 

2
0

1
8

「
順
応
と
逸
脱
、
あ
る
い
は
道
徳
性
の
自
然
な
捉
え
方―

―

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
の

け
る
ダ
ス
・
マ
ン
論
の
再
読
解
と
新
展
開
」
、『
現
代
思
想
：
総
特
集
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
」
』、1

1
1

-1
2

5

頁
。 

・
池
田
喬 2

0
1

1

『
ハ
イ
デ
ガ
ー 

存
在
と
行
為
：『
存
在
と
時
間
』
の
解
釈
と
展
開
』、
創
文
社
。 

・
伊
藤
徹 1

9
9

6

「
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
歴
史
性―

―

初
期
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
講
義
か
ら
見
た
『
存
在
と
時
間
』
第

二
編
第
五
章
」、
現
象
学
・
解
釈
学
研
究
会
編
『
歴
史
の
現
象
学
』、
世
界
書
院
、9

3
-1

2
7

。 

・
岡
田
紀
子 2

0
0

7

『
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
倫
理
学
』、
知
泉
書
館
。 

・
岡
田
紀
子 2

0
1

0

『
ハ
イ
デ
ガ
ー
研
究 

人
間
論
の
地
平
か
ら
』、
知
泉
書
館
。 



・
鹿
島
徹 2

0
0

2

「
歴
史
性
再
考―

―

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
第
二
篇
第
五
章
を
読
む
」
、『
早
稲
田

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要. 

第1

分
冊
』（4

8

）、3
-2

0

、
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
。 

・
鹿
島
徹 2

0
0

6

『
可
能
性
と
し
て
の
歴
史 

越
境
す
る
物
語
り
理
論
』、
岩
波
書
店
。 

・
片
桐
雅
隆 2

0
0

3
『
過
去
と
記
憶
の
社
会
学―

―

自
己
論
か
ら
の
展
開
』、
世
界
思
想
社
。 

・
加
藤
惠
介 1

9
9

9
「「
選
び
直
し
」
あ
る
い
は
「
本
来
性
」
の
言
説
」、
安
彦
・
魚
住
・
中
岡
（
編
）『
戦
争

責
任
と
「
わ
れ
わ
れ
」―

―

「
「
歴
史
主
体
」
論
争
」
を
め
ぐ
っ
て
』、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、2

1
5

-2
3

8

。 

・
門
脇
俊
介 2

0
0

2

、『
理
由
の
空
間
の
現
象
学
』、
創
文
社
。 

・
門
脇
俊
介 2

0
1

0

『
破
壊
と
構
築
［
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
の
二
つ
の
位
相
』、
東
京
大
学
出
版
会
。 

・
金
杉
武
司 2

0
0

6

「
死
は
（
な
ぜ
）
不
幸
な
こ
と
な
の
か
？
」、『
高
千
穂
論
叢
』
第4

0

巻
（3

）、87
-1

0
1

。 

・
川
瀬
和
也 2

0
1

9

「
行
為
者
性
の
社
会
理
論―

―

コ
ー
ス
ガ
ー
ド
・
ピ
ピ
ン
・
ヘ
ー
ゲ
ル―

―

」、『
思
想
』

n
o

.1
1

3
7

、5
3

-7
0

頁
。 

・
河
村
次
郎 1

9
9

2

「
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
現
存
在
の
空
間
性
と
身
体
性
」、『
現
象
学
年
報
』
第1

2

号
、

2
1

5
‐

2
2

2

。 

・
木
田
元 2

0
0

0

『
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
の
構
築
』、
岩
波
書
店
。 

・
鈴
木
生
郎 

2
0

1
1

「
死
の
害
の
形
而
上
学
」
、『
科
学
基
礎
論
研
究
』V

o
l.3

9
(1

)

、1
3

-2
4

。 

・
陶
久
明
日
香 

2
0

1
3

「
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
お
け
る
気
分
論
の
形
成―

―
1

9
2

4

年
夏
学
期
講
義
の
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
解
釈
を
手
引
き
と
し
て―

―

」
、『
現
象
学
年
報
』
第2

9

号
、1

0
5

-1
1

4
頁
。 

・
高
井
寛 2

0
1

7

「
私
た
ち
は
自
分
が
何
を
し
て
い
る
の
か
を
知
ら
な
い
」、『Z

u
sp

iel

』
第1

号
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
研
究
会
編
、1

4
-2

9

。 

・
対
馬
大
気 2

0
0

8

、「
意
図
的
行
為
の
分
析
：
逸
脱
的
因
果
連
鎖
に
つ
い
て
」、『
哲
学
・
科
学
史
論
叢
』
第

十
六
号
、
東
京
大
学
教
養
学
部
哲
学
・
科
学
史
部
会
編
、1

8
3

-2
0

8

。 

・
轟
孝
夫 2

0
1

8

『
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
入
門
』、
講
談
社
。 

・
中
野
剛
充 2

0
0

7

『
テ
イ
ラ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム 

自
己
・
共
同
体
・
近
代
』、
勁
草
書
房
。 

・
野
家
啓
一 2

0
0

5

『
物
語
の
哲
学
』、
岩
波
書
店
。 

・
古
田
徹
也 2

0
1

3

『
そ
れ
は
私
が
し
た
こ
と
な
の
か 

行
為
の
哲
学
入
門
』、
新
曜
社
。 

・
古
田
徹
也 2

0
1

9

『
不
道
徳
的
倫
理
学
講
義
』、
筑
摩
書
房
。 

・
細
川
亮
一 2

0
0

0

『
ハ
イ
デ
ガ
ー
哲
学
の
射
程
』、
創
文
社
。 

・
星
川
道
人 2

0
0

7

「
条
件
付
き
意
図
と
行
為
者
性
」、『
哲
学
・
科
学
史
論
叢
』
第
十
五
号
、
東
京
大
学
教

養
学
部
哲
学
・
科
学
史
部
会
編
、5

9
-8

3

。 

・
松
本
啓
二
郎 2

0
0

2

「『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
歴
史
の
根
拠
づ
け
」、『
大
阪
教
育
大
学
紀
要. I, 

人
文

科
学
』 5

1
(1

)

、5
5

-6
5

、
大
阪
教
育
大
学
。 

・
村
田
純
一 2

0
0

2

「
意
識
の
「
世
界
内
存
在
」
と
「
空
間
性
」―

―

フ
ッ
サ
ー
ル
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
・
ギ
ブ

ソ
ン
」（
門
脇
俊
介
・
信
原
幸
弘
編
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
認
知
科
学
』、
産
業
図
書
、1

2
1

-1
4

8

）。 

・
森
一
郎 2
0

0
8

『
死
と
誕
生 

ハ
イ
デ
ガ
ー
・
九
鬼
周
三
・
ア
ー
レ
ン
ト
』、
東
京
大
学
出
版
会
。 

・
吉
沢
文
武 

2
0

0
9

「
死
に
よ
っ
て
誰
が
害
を
被
る
の
か―

―

剥
奪
説
を
批
判
す
る―

―

」
、
『
哲
学
へ
の
探
究
』

第3
6

号
、1

2
9

-1
4

4

頁
。 



・
吉
沢
文
武 

2
0

1
0

「
終
焉
テ
ー
ゼ
の
二
つ
の
解
釈
」、『
人
文
社
会
学
研
究
』
第2

0

号
、2

5
3

-2
6

3

。 

・
渡
邉
二
郎 2

0
1

0

『
渡
邉
二
郎
著
作
集 

第

1

巻
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
Ⅰ
』、
筑
摩
書
房
。 

 
 



論
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の
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論
文
題
目 

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
実
存
哲
学 

『
存
在
と
時
間
』
の
統
一
的
解
釈
の
試
み 

氏 

名 
  

高 

井  

寛 

 

本
稿
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
を
実
存
哲
学
と
し
て
統
一
的
に
解
釈
す
る
こ
と
を
試
み
る
も
の

で
あ
る
。
同
書
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
主
著
で
あ
り
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
実
存
主
義
的
な
視
角
か
ら
、
あ
る
い
は
存

在
論
の
視
角
か
ら
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
は
こ
れ
を
、「
実
存
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
」
に
つ

い
て
の
哲
学
的
解
明
と
し
て
一
貫
し
て
解
釈
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
こ
の
と
き
、「
実
存
す
る
」
と
は
、
私

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
「
私
」
と
し
て
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
本
稿
は
、
『
存
在
と

時
間
』
の
な
か
に
「
そ
れ
ぞ
れ
の
「
私
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
私
」
と
し
て
存
在
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
」
に
つ
い
て
の
解
明
を
読
み
取
り
、
そ
の
問
題
系
か
ら
同
書
の
全
体
を
解
釈
す
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で

あ
る
。 

本
稿
の
第
一
部
は
、
こ
の
本
稿
の
解
釈
方
針
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
費
や
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
『
存
在
と

時
間
』
の
「
序
文
」
を
手
掛
か
り
に
、
当
初
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
の
構
想
と
い
う
点
で
は
未
刊
に
終
わ
っ
た

『
存
在
と
時
間
』
が
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
全
体
的
な
構
想
の
中
に
位
置
づ
い
て
お
り
、
ま
た
そ
の
構
想

の
中
で
『
存
在
と
時
間
』
に
相
当
す
る
部
分
が
果
た
す
べ
き
役
割
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
、

明
ら
か
に
す
る
。
本
稿
の
結
論
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
当
初
構
想
し
て
い
た
「
存
在
の
問
い
の
仕
上
げ
」
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
存
在
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
」
に
対
す
る
準
備
作
業
で
あ
り
、『
存
在
と
時
間
』
も

ま
た
そ
の
準
備
作
業
の
中
の
一
つ
の
部
分
課
題
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
課
題
と
は
、
ま
さ
し

く
「
実
存
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
」
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
、
公
刊

さ
れ
た
『
存
在
と
時
間
』
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
、
そ
の
「
実
存
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
の
哲
学
的
解
明
と

し
て
の
「
実
存
論
的
分
析
論
」
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
以
上
よ
り
明
ら
か
と
な
る
の
は
、
私
た
ち
が

手
に
取
る
こ
と
の
で
き
る
『
存
在
と
時
間
』
は
、
そ
れ
自
身
で
実
存
哲
学
で
あ
る
こ
と
を
企
図
さ
れ
て
お
り
、

そ
う
い
っ
た
も
の
と
し
て
そ
の
全
体
を
解
釈
す
る
本
稿
の
解
釈
方
針
に
は
内
在
的
な
根
拠
が
存
在
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。 

本
稿
の
第
二
部
は
、『
存
在
と
時
間
』
の
主
に
第
一
篇
を
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー

が
分
析
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
が
日
常
的
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
実
存
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と

だ
が
、
本
稿
は
第
二
章
か
ら
第
七
章
に
か
け
て
、
そ
う
し
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
分
析
を
解
釈
す
る
こ
と
を
試
み

る
。 第

二
章
で
は
、
実
存
す
る
と
い
う
こ
と
の
最
も
基
礎
的
な
現
象
と
し
て
、
私
た
ち
の
行
為
が
分
析
さ
れ
て

い
る
次
第
を
、
周
囲
世
界
分
析
と
呼
ば
れ
る
箇
所
を
中
心
的
に
読
解
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
。
簡
潔
に

述
べ
て
お
く
な
ら
、
私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
重
要
性
を
も
つ
自
ら
の
特
定
の
存
在
の
仕
方
へ
と
自



ら
を
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
つ
つ
、
あ
る
全
体
的
な
行
為
の
文
脈
を
形
作
り
な
が
ら
、
個
々
の
行
為
を
遂
行
し
て
い

る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
周
囲
世
界
分
析
は
、
そ
う
し
た
着
想
を
含
み
つ
つ
、
行
為
と
そ
う
で
な
い
も
の
の
違
い
、

あ
る
い
は
行
為
を
可
能
に
し
て
い
る
諸
条
件
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

第
三
章
で
は
、
第
二
章
で
描
か
れ
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
行
為
の
理
論
に
お
け
る
、
行
為
者
性
の
問
題
に
取
り

組
む
。
こ
の
行
為
者
性
の
問
題
と
は
、
あ
る
存
在
者
が
行
為
主
体
で
あ
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
に
か

か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
そ
の
問
題
に
対
し
て
は
現
在
ま
で
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
様
々
な
哲
学
者
に
よ
っ

て
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
提
示
す
る
の
は
、「
存
在
で
き
る
こ
と
の
行
為
論
」
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
あ
る
主
体
が
、
特
定
の
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
定
の
仕
方
で
存
在
で
き
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
き
、
そ
の
行
為
者
は
問
題
の
在
り
か
た
へ
と
自
ら
を
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
て
い
る
こ

と
に
な
る
、
と
い
う
行
為
者
性
の
理
論
で
あ
る
。 

 

第
四
章
で
は
、
同
じ
く
周
囲
世
界
分
析
を
読
解
し
な
が
ら
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
意
図
的
行
為
に
つ
い

て
の
理
論
を
再
構
成
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
私
た
ち
の
意
図
的
行
為
を
意
図
的
に
し
て
い
る
も
の
の
正
体

に
つ
い
て
は
、「
意
図
」
と
い
う
心
的
状
態
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
う
し
た
心
的
状

態
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
周
囲
世
界
分
析
で

示
唆
し
て
い
る
の
は
他
方
で
、
意
図
的
行
為
を
意
図
的
に
し
て
い
る
の
は
意
図
で
は
な
い
と
い
う
、
特
殊
な

立
場
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
立
場
を
『
存
在
と
時
間
』
か
ら
析
出
し
た
研
究
に
は
、
門
脇
俊
介
の
も
の
が
す

で
に
存
在
す
る
。
本
稿
は
、
門
脇
の
解
釈
を
吟
味
し
つ
つ
、
門
脇
が
あ
る
点
で
主
張
を
弱
め
て
し
ま
っ
た
部

分
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
囲
世
界
分
析
の
な
か
に
存
在
す
る
意
図
的
行
為
論
の
全
体
像
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
こ
こ
で
短
く
結
論
を
述
べ
て
お
く
な
ら
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
そ
れ
は
、
意
図
的
で

は
な
い
意
図
的
行
為
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
、
私
た
ち
の
責
任
を
巡
る
実
践
を
支
え
る
意
図
的
行
為
論

を
適
切
に
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

 

第
五
章
で
は
、
周
囲
世
界
分
析
で
示
さ
れ
た
行
為
の
理
論
を
補
完
す
る
仕
方
で
、
空
間
に
つ
い
て
の
ハ
イ

デ
ガ
ー
の
議
論
を
読
解
す
る
。
す
な
わ
ち
本
稿
は
そ
れ
を
、
行
為
に
と
っ
て
必
要
な
空
間
把
握
に
つ
い
て
の

議
論
と
し
て
解
釈
す
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
稿
は
『
存
在
と
時
間
』
の
い
わ
ゆ
る
空
間
論
に
含
ま
れ

た
重
要
概
念
に
順
に
解
釈
を
与
え
て
い
く
。
本
稿
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
そ
こ
で
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
空

間
論
は
、「
私
を
中
心
と
す
る
空
間
」
の
な
か
に
対
象
の
位
置
を
見
出
す
働
き
と
、「
私
を
中
心
と
し
な
い
空

間
的
配
置
」
の
な
か
に
問
題
の
対
象
の
位
置
を
見
出
す
働
き
と
を
区
別
し
つ
つ
論
じ
て
い
る
。 

 

第
六
章
で
は
、〈
ひ
と
［d

as M
an

］〉
と
い
う
有
名
な
概
念
が
現
れ
る
、
共
同
存
在
論
と
呼
ば
れ
る
箇
所

を
解
釈
す
る
。
そ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
主
題
化
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
が
他
者
た
ち
と
共
に
同
一
の
社
会

を
生
き
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
が
あ
る
水
準
で
は
、
他
の
人
々
と
区
別
さ
れ
な
い
、
誰
も

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
な
生
き
方
へ
と
、
自
ら
を
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。〈
ひ
と
〉

概
念
に
ま
つ
わ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
一
連
の
議
論
に
つ
い
て
は
解
釈
上
の
論
争
が
絶
え
な
い
が
、
本
稿
は
主

に
第
四
章
で
析
出
し
た
「
存
在
で
き
る
こ
と
の
行
為
論
」
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
〈
ひ
と
〉

論
が
私
た
ち
の
日
常
の
在
り
よ
う
を
説
明
す
る
魅
力
的
な
理
論
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

第
七
章
で
は
、『
存
在
と
時
間
』
第
一
篇
の
結
論
に
相
当
す
る
、「
現
存
在
は
気
遣
い
」
で
あ
る
と
い
う
テ

ー
ゼ
の
内
実
を
、
そ
れ
ま
で
の
本
稿
の
解
釈
の
成
果
を
踏
ま
え
て
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
第
七
章
で
は
、
第



一
篇
と
第
二
篇
と
い
う
仕
方
で
『
存
在
と
時
間
』
の
構
成
を
分
割
す
る
こ
と
に
も
関
係
す
る
、「
日
常
的
な

在
り
か
た
＝
非
本
来
的
な
在
り
か
た
」
と
「
本
来
的
な
在
り
か
た
」
の
間
の
区
別
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
か
に
つ
い
て
も
、
考
察
す
る
。
本
稿
の
結
論
は
、
自
ら
が
重
ん
じ
て
い
る
生
き
方
に
つ
い
て
明
示
的
な
問

い
を
立
て
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
日
常
的
な
在
り
か
た
は
可
能
と
さ
れ
て
お
り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が

「
本
来
的
な
在
り
か
た
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
そ
の
問
い
を
明
示
的
に
立
て
る
こ
と
で
成
立
す
る
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
以
上
が
、
本
稿
の
第
二
部
の
概
要
で
あ
る
。 

 

本
稿
第
三
部
で
は
、『
存
在
と
時
間
』
第
二
篇
を
中
心
的
に
解
釈
す
る
。
そ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
主
に
分

析
し
て
い
る
の
は
、
同
書
第
一
篇
が
取
り
組
ん
だ
の
と
は
異
な
る
、「
本
来
的
な
在
り
か
た
」
で
あ
る
が
、

そ
の
分
析
を
本
稿
は
、
実
存
す
る
存
在
者
に
と
っ
て
本
質
的
に
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性

に
つ
い
て
の
分
析
と
し
て
読
解
す
る
こ
と
を
試
み
る
。 

 

第
八
章
で
は
、
死
を
前
に
つ
い
て
不
安
を
抱
く
と
い
う
情
動
に
つ
い
て
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
分
析
を
辿
る
。

私
た
ち
は
一
般
に
死
を
「
お
そ
ろ
し
い
も
の
」
と
し
て
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
通
常
の
「
恐
れ
」
と
は
異

な
る
タ
イ
プ
の
情
動
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
分
析
の
結
論
で
あ
る
。
短
く
述
べ
る
な
ら
ば
そ

れ
は
、
自
ら
に
固
有
の
死
と
い
う
可
能
性
に
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
下
の
自
ら
の
生
に
保
証
さ
れ
て

い
た
は
ず
の
「
生
の
有
意
味
さ
」
に
疑
問
符
が
つ
く
、
そ
の
よ
う
な
経
験
に
伴
う
情
動
で
あ
る
。 

 

第
九
章
で
は
、
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ
き
か
を
明
示
的
に
問
う
と
い
う
、「
実
存
の
問
い
」
に

つ
い
て
の
分
析
と
し
て
、
「
良
心
」
を
巡
る
一
連
の
議
論
を
解
釈
す
る
。
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
通
り
、

実
存
の
問
い
は
、「
私
」
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
、
ま
た
「
私
」
に
よ
っ
て
し
か
答
え
が
出
せ
な
い
、
あ
る
特

殊
な
問
い
で
あ
る
。 

 

第
十
章
で
は
、
同
じ
「
良
心
」
を
巡
る
議
論
の
中
に
、
責
任
あ
る
行
為
主
体
で
あ
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
か
に
つ
い
て
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
分
析
を
読
み
解
く
こ
と
を
試
み
る
。
私
た
ち
の
責
任
実
践
は
、
あ
る
水
準

に
お
い
て
は
、「
一
般
に
求
め
ら
れ
る
要
求
を
果
た
す
こ
と
」
の
周
り
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
私

た
ち
が
真
に
責
任
あ
る
主
体
で
あ
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
う
し
た
「
一
般
的
な
基
準
」
を
満
た
す
だ
け
で
は

足
り
な
い
と
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
考
え
て
い
る
。
良
心
論
に
お
い
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
積
極
的
に
示
す
の
は
、
一

般
的
に
考
慮
す
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
全
て
満
た
し
た
と
し
て
も
な
お
行
為
者
に
付
き
ま
と
う
、

そ
う
い
っ
た
責
任
を
行
為
者
が
負
う
用
意
が
あ
る
、
そ
う
い
っ
た
行
為
主
体
の
姿
で
あ
る
。 

 

第
十
一
章
で
は
、
私
た
ち
が
「
自
己
」
で
あ
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
と
い
う
、
実
存
哲
学
の
根
幹
に

か
か
わ
る
問
題
に
対
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、「
歴
史
性
」
を
巡
る
一
連
の
議
論
か
ら
再
構
成

す
る
こ
と
を
試
み
る
。
私
た
ち
は
、
単
に
時
間
的
に
持
続
す
る
「
自
己
」
で
あ
る
以
上
に
、
自
分
自
身
が
誰

で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
物
語
る
存
在
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
種
の
自
己
物
語
論
と
し
て
、
本
稿
は
ハ
イ

デ
ガ
ー
の
歴
史
論
を
解
釈
す
る
。
そ
こ
で
は
ま
た
、
共
同
体
の
歴
史
に
巻
き
込
ま
れ
た
自
己
に
つ
い
て
の
、

議
論
を
読
ん
で
き
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
主
張
を
整
合
的
に
解
釈
す
る
こ
と
も
試
み
ら
れ
る
。 

 

以
上
が
、
本
稿
が
『
存
在
と
時
間
』
に
見
出
す
実
存
哲
学
の
概
要
で
あ
り
、
ま
た
本
稿
の
論
旨
で
あ
る
。 

 


